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研究成果の概要（和文）：　英語の語順が目的語-動詞から動詞-目的語に歴史的に変化したことについて、従来
は、格語尾が消失したことにより、語順が固定したという説明が成されてきた。本研究は、古フランス語からの
語彙の借用によって、語強勢の位置が、ゲルマン的な語頭から、語末方向へ変化したことが、語順変化の原因で
あるという仮説を立て、古い英語(中英語）のコーパス（テキストのデジタルデータ）を調査した。古フランス
語(もしくはアングロ・ノルマン語)からの借入語が目的語として現れる場合、本動詞・目的語(VO)語順の頻度が
高く、目的語・本動詞(OV)語順の頻度が低いことを示した。

研究成果の概要（英文）：It has been argued that the change of word order in English (from 
object-verb to verb-object) is caused by the loss of case inflection.  In this study, we proposed 
the hypothesis that borrowing from old French changed the stress system, which in turn changed the 
word order.  We investigated the corpus of historical English.  It is shown that when loanwords from
 Old French (or Anglo Norman) appear as the object of a verb, the frequency of VO order is high 
while the frequency of OV order is low. 

研究分野： 英語学・言語学

キーワード： 音韻　語順　英語史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）目的語−動詞（OV）から動詞−目的語
（VO）に歴史的に変化した原因については、
形態的格表示の衰退という従来の説がある。
格が明示されなくなったために語順が固定
されたという機能的な説明は、なぜ、それが
VO に固定されたのかが不明である。また格
の 照 合に基 づ く生成 文 法によ る 説 明 
(Roberts 1997) も、その格表示と VO 語順の
直接的な結びつきには McFadden (2004)に
よる反論がある。また、言語接触が語順変化
の原因であるという説も、具体的な検証は進
んでいない。例えば、Trips (2002) はスカン
ジナビア語の影響を論じているが、これは 
Cloutier (2004) による批判がある。 
 
（２）本研究の着想は、基盤研究(C)「非対称
写像に基づく音韻と統語の相関研究」2010
年度-2014 年度 (22520507) の成果による。
世界の言語で強勢などの音韻と語順が相関
していることを類型論的に明らかにしてき
たが、同じことが歴史的にも成り立つことが
期待される。英語の語順変化はデータの整理
が進んでおり、これを実証する事例研究とし
て最適であると思われる。 
 
２．研究の目的 
（１）英語における目的語−動詞 (OV) から
動詞−目的語 (VO) への語順変化の原因につ
いては、形態的格表示の衰退やスカンジナビ
ア語との接触などの説があるが、反論があり、
解明されていない。この研究では、この語順
変化は、音韻の歴史変化が原因であるとする、
新しい仮説を提案し、これを英語歴史コーパ
スの方言分析と言語類型論によって実証す
る。 
 
（２）英語の語強勢の位置は、ゲルマン的な
語頭から語末方向に向かって移動したが、そ
の原因として、語末付近に強勢を持つフラン
ス語などからの借入語の増加が考えられる。
コーパスのテキストごとに、借入語の数と
VO 語順の動詞句の数を調査し、年代別およ
び方言別に比較して数値に相関があるかを
統計的に検討する。この相関を音韻と統語の
インタフェース理論によって説明する。 
 
３．研究の方法 
（１）ペン・ヘルシンキ中英語コーパス 
(PPCME2) に収録されているテキストから、
時代と方言によって、それぞれ代表的なもの
を選んで分析し、順に分析するテキストを増
やしていく。分析は、コーパス検索用プログ
ラム CorpusSearch 2 を用い、品詞や範疇など
のタグを使って、動詞と目的語の語順と外来
語（フランス語やスカンジナビア語）の頻度
を調べる。時代順に、かつ方言の分布に沿っ
て、動詞−目的語の語順と語末に強勢を持つ
外来語が平行して増加するかを検証する。 
 

（２）また、語強勢位置の変化が語順の変化
を引き起こす仕組みについて、実証結果を見
ながら、これまでの研究で提案してきた理論
を精密化する。 
 
４．研究成果 
（１）研究の主な成果  
 原理と媒介変数のアプローチの１つであ
るミニマリスト・プログラムでは、形態統語
部門は線形順序（語順）に関与せず、音韻部
門がこれを決定するとされているが、その仕
組みに関してはまだ議論の余地が残されて
いる。これを受けて、Tokizaki (2011, 2013, 
2016)は、通言語的事実に基づいて、ある言語
における主要部（H）と補部（C）の相対的語
順は韻律上の要因によって決定されるとい
う理論を提案している。 
本研究では、Tokizaki が展開している線形化
の理論を支持する証拠を、通時的観点（言語
変化の観点）から提示した。まず、初期中英
語の文献である Ancrene Wisse（AW）をコー
パス（PPCME2）を使って分析し、古フラン
ス語（OF）（もしくはアングロ・ノルマン語
（AN））からの借入語が目的語として現れる
場合、本動詞・目的語（VO）語順の頻度が高
く、目的語・本動詞（OV）語順の頻度が低い
ことを示した。そして、この言語事実が、
Tokizaki の線形化理論の妥当性を裏付けるこ
とを論証した。 
 調査対象としたのは、PPCME2 に含まれる
AW の Ms. C（ancriw-1 と ancriw-2）である。
V と O の相対的語順の調査方法としては、３
点制限を設けた。１つ目は、主節は動詞第２
現象や動詞移動の影響で、定形動詞が主節の
前方に現れやすく、V と O の相対的語順の調
査環境としては適さないため、主節は除外し、
調査する範囲を従属節に限定している。２つ
目は、近年の研究によって明らかになってい
ることだが、不定名詞句は情報構造の影響に
より VO 語順で現れやすいため、これも除外
し、調査対象とする O を、代名詞を除いた定
名詞句に限定している。最後に３つ目は、同
じ定名詞句でも関係節などを含む複合名詞
句の目的語は右方移動により、VO 語順で現
れやすいため、これも除外してある。Ms. C
の従属節におけるVと定名詞句Oの相対的語
順を調査したところ、表 1 に示すような結果
が得られた。 
 
表 1 従属節における V と O の相対的語順 

 VO OV 計 全文 
ancriw-1 195 27 222 3,558 
ancriw-2 49 9 58 1,163 
計 244 36 280 4,721 

 
Ms. C の従属節において定名詞句 O を含む例
が合計 280 例、そのうち VO 語順が 244 例で
87.1%、OV 語順が 36 例で 12.9%という結果
が得られた。上掲の Kubouchi (1975)の調査結
果と比べると、OV 語順がやや多めに観察さ



れている。 
 さらに、Ms. C の従属節における VO 語順
と OV 語順の例のうち、O の主要部名詞とし
て OF 借入語を含むものを抽出した結果が表
２である。 
 
表 2 O として出現している OF 借入語数 

 VO 語順 OV 語順 計 

ancriw-1 17/195 
(8.7%) 

2/27 
(7.4%) 

19/222 
(8.56%) 

ancriw-2 3/49 
(6.1%) 

0/9 
(0%) 

3/58 
(5.2%) 

計 20/244 
(8.2％) 

2/36 
(5.6%) 

22/280 
(7.9%) 

 
VO 語順 244 例のうち、20 例（8.2%）が OF
借入語を含んでいるのに対し、OV 語順 36 例
のうち、２例（5.6%）が OF 借入語を含んで
いる。予想通り、OF 借入語を含む語順は、
VO 語順よりも OV 語順の方が例が少ない。
また、OF 借入語を含む例のみの VO 語順と
OV 語順の割合は、表 3 に示してある。 
 
表 3 OF 借入語を伴う各語順の頻度 

 VO 語順 OV 語順 
ancriw-1 89.5% 10.5% 
ancriw-2 100% 0% 
計 90.9％ 9.1% 

 
VO 語順が 90.9%、OV 語順が 9.1%で、やは
り VO 語順の割合が高い。 
 さらに、同様の分析を、同じく 13 世紀の
西ミッドランド方言で書かれた Katherine 
Group の５つのテキスト(Sawles Warde, Hali 
Meidhad, St. Katherine, St. Juliana, and St. 
Margaret) にも適用した。コーパス調査の結
果は、AW と同様であり、古フランス語借用
語を含む例では VO 語順の割合が高くなるこ
とがわかった。 
 以上のように、ME の強勢体系は、OF から
の借入語によって、純粋なゲルマン語型のも
のではなくなった。そのような状況のもとで、
主に語彙のレベルで OF の影響を受けた AW
における V と OF 借入語を含む O の相対的語
順を調査した結果、OF 借入語を目的語とし
て含む OV 語順よりも、OF 借入語を目的語
として含む VO 語順の方が割合が高く、OF
借入語を O として含む OV 語順の例は、実際
には例外として扱うことができることが分
かった。したがって、英語史において、OE
で基本語順であった OV 語順から ME で急激
に発達した VO 語順への推移は、表４に図示
するように、OF からの借入語を介した語強
勢の体系の変化によって引き起こされたと
結論づけることができる。 
 
 
 
 
 

表４ 英語史における OF 借入語と語順変化 

OE OV 

 
 
整
合 

左端強勢体系 

   OF 借入語を通じて 

ME VO 

 
 
誘
発 

右指向強勢体系 
（OE と OF の中間的体系） 

 
これは、Tokizaki が提案している線形化理論
の予測通りの変化である。Tokizaki の線形化
理論は通言語的だけでなく、通時的にも妥当
な理論であると言える。 
 
（２）得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト  
 本研究では、Tokizaki が提案している線形
化理論は、通言語的だけでなく通時的にも妥
当であることを示した。Tokizaki の線形化理
論のもとでの語順の史的変化の説明は、ミニ
マリスト・プログラムに立脚する言語変化の
理論の観点からも好ましい。近年のミニマリ
スト・プログラムでは、言語現象に対してイ
ンターフェース条件と演算の効率性から原
理的な説明を与えようとしているが、このよ
うな研究方略に基づくと、言語変化に関する
理論は、Longobardi (2001)が提案している不
活発理論に辿り着くことになる。不活発理論
では、統語論そのものは通時的に完全に不活
性であって、言語変化はインターフェイス現
象を起点としてのみ生じる。したがって、統
語変化というのは、自発的には起こりえず、
その原因は、語彙項目の出現／消失を介して
の音韻変化や意味変化、もしくは既に起こっ
ている別の統語変化に限られることになる。
このような不活発理論のもとでは、英語史に
おける語順変化も自発的に起こるわけでは
なく、何らかの原因があって初めて起こるは
ずである。Tokizaki の線形化理論のもとでは、
英語史における語順変化は音韻上の変化、具
体的には語の借入を介した語強勢の移動に
よって引き起こされた変化となるため、まさ
に不活発理論に沿った言語変化ということ
になる。Tokizaki の線形化理論が不活発理論
とも整合性があるという点でも、これが妥当
であると言える。 
 この研究は、音韻変化が語順変化を引き起
こすという世界的にも独創的な考えを提案
するものであり、国内外の学会発表では、盛
んな質疑応答が有り、大きな反響があった。
音韻体系の変化と語順の変化のタイミング
など、問題点も指摘されたが、一定の理解を
得られたものと考えている。現時点では、英
語論文２つが未刊であるため、国内外におけ
る正式な評価については、現在述べることが
できない。しかし、データに基づいた実証的
な研究であるため、価値はあるものと考える。 
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